
 

 

 

長野県協会 

福祉巡回車寄贈 

福祉巡回車・車いすを寄贈しました 

長野県協会（会長：緒方純子 明治安田生命松本支社長）は、会員会社の職員・代理

店など約３，５００名からの善意で集まった募金により、県内の1社会福祉協議会へ福

祉巡回車を 1台、5社会福祉協議会に車いすを合計 15台寄贈しました。 

10 月 7 日に長野市内で寄贈式を行い、緒方会長から泰阜村社会福祉協議会へ福祉巡

回車の目録を、重石副会長から阿智村、白馬村、茅野市、千曲市、松本市の各社会福祉

協議会へ車いすの目録を手交しました。各社会福祉協議会からは「在宅福祉に力を入れ

ているので福祉の向上に活用したい」「財政面で厳しく、車いすを 10年ほど新しく更新

できていなかったので助かります」「小中高の出前福祉教室で活用したい」と謝辞をいた

だきました。福祉巡回車は 1991 年から累計64台、車いすは 2012年から累計 190台

を寄贈しており、毎年大変感謝をいただいています。 

長野県協会は引き続き地域社会への貢献活動に取り組んでいきます。 


